
 

６年生   実践事例    

わたしたちの願いを実現する政治 

「富山市の新しいまちづくり ～まちを元気にするライトレール～」 

 

指導目標 ◎資料を通してライトレールと昔の富山港線を比べ、ライトレールのよさに気づくこ

とができる。 

◎なぜライトレールが作られたのかを資料を通して自分なりの考えをもつことがで

きる。 

◎調べたことをもとに話し合うことを通して、市の目指すまちづくりについて自分な

りの考えをもつことができる。 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

ライトレールを使った市の新しいまちづくりについて関心を持って調べることで、こ

れからの市のまちづくりについて自分なりの考えをもつことができる。 

対象学年 ６年生   

対応教科 社会科 

標準校時 ９コマ   

学習構成  

１．ライトレールについて知る 

２．なぜライトレールを利用する人が増えたのだろう 

３．なぜ、ライトレールがつくられたのだろう 

・地図や写真を用いて、ライトレールの概要を知る。 

・昔の富山港線と比べ、時間帯別や年代別の利用者数をみることで、ラ

イトレールの利用者数が増えた理由について予想を立てる。 

・資料を用いて、ライトレールの利用者が増えた理由を調べる。 

・ライトレールについてわかったことをまとめる。 

・富山港線の利用者の減少により、廃止計画が出ていたことを確認する。 

・富山港線を使っていた人たちはなくなると困ることや、市民の願いを

かなえるために市や市議会がライトレールの予算や計画をつくったこ

とを知る。 

・なぜ、ライトレールが作られたのか調べ、自分の考えをまとめる。 

４．ライトレールを使って、市はどんなまちづくりを目指しているのかな 

・市民の願い、環境面、社会面などからライトレールがつくられた理由

を考え、市の目指すまちづくりについて考える。 
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指導計画例 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

■本時で活用する資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：富山市のりもの語り教育 

 




